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林 　夢語 りの位相

　　　　　　　 夢 語 りの 位 相

パ プアニューギニア,ベ ダムニの霊媒に よる語 り一

林 　　 勲 男

             The Topology of Dream Narratives: 

Narratives by Spirit Mediums among the Bedamuni, Papua New Guinea

Isao Hayashi

　 ニ ューギニア島の熱帯雨林 に住 むベ ダムニの霊媒は,特 定の季節にのみ 「ガ

ラ」 とい う夢語 りを人 び とに語 って聞かせ る。その語 りは さらに人か ら人へ と

伝わ り,多 少 の変形 を加え られなが ら広範囲に伝播 してい く。 この夢語 りの特

徴 の一つ は,地 形上 の特徴 を示 す地名以外の固有名が一切登場 しない ことで あ

る。他 の夢 の語 りや霊媒 に よる交霊会での語 りでは,出 来事の記録性 と喚起 力

を持つ地名 が,問 題解 決のための重要な手がか りとな り,人 び とは これ らの語

りの解釈 をめ ぐって様 々な意 見を交換す る。一方,ガ ラの語 りでは,そ うした

地名へ の言及 は皆 無であ り,共 同作業 としての解釈を導かない。 しか し,ガ ラ

で語 られ る出来事 が地名 に よ り特 定の場所に固定 されな いことこそが,ベ ダム

ニの個 々人 に社会 生活 での出来事 を想起 させ る喚起力を持 ってい ると言 える。

具体的 なガ ラの語 りを示 しなが ら,ガ ラがベ ダムニの生活経験を縮約 した語 り

であることを論 じる。

   Spirit mediums of the Bedamuni, one of the linguistic groups in 

Papua New Guinea, narrate their own dreams at the beginning of the 

rainy season each year. This type of dream narrative, gala, circulates ex-

tensively with some variations among the people. One of characteristics 

of gala is that no land name, except ones indicating topographic 

features, is referred to in the narratives. In contrast to medium's songs 

and recountings during seances, as well as the other personal dream nar-

ratives, gala does not lead the people in a group to associate its contents 

with their social life or to interpret the significance of the dream ex-
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perience. By  examining some gala narratives with reference to their 
dream theory and cosmology, I demonstrate that the omission of land 

names makes the narratives points of reference for individuals to under-

stand personal experiences which are rarely discussed with others.
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2.ベ ダム ニ の世 界 観

　 2-1.存 在 と アス リブ

　 2-2.霊 媒
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　4-1.生 活世界を語 るガラ

　4-2.場 所 と記憶

　4-3.ガ ラと個人化 された記憶

1.は 『じ め に

　　　 空 が白んで来 る と共 に,森 の奥か ら 「グイ ミ」 ドリの鳴 く声が聞 こえ,や が てそれに 「グ

　　 ラベ ア」 ドリの声が重 なって くる。村 は まだ朝 もや の中にあ る。空 腹を訴え る赤ん坊の泣

　　 き声 とそれをあやす母親 の声が,女 達 の寝 間か ら聞 こえ て くる。森 へ狩 りに行 く相談か,

　　 川へ魚を捕 りに行 く相談 を しているのか,ま だ横にな った まま話 しを してい る若 者達 の声

　　 も聞 こえて くる。やが て一人二人 と起 き上 が り,自 分の炉へ行 き,灰 の中の火種 に息を吹

　　 きかけ,火 をお こ しは じめ る。 ある男は ロングハ ウスか ら静か に出て,朝 もやで しっと り

　　 とした外気の中で雄叫びをあげ る。 その声 は谷 々に こだ ま してい く。空 は しだいに青みを

　　 帯びて きてい るが,ま だ朝 日はささず,地 上 に色は無い。女達は寝 間か ら出て きて,朝 食

　　 の準備 を始め る。ベ ダムニの人 び とに とっての主食であ る料理用バ ナナはち ょうど端 境期

　　 にあた るため,ほ とん どの家族 はタロ イモを炉 火で焼いて朝食 と している。 それぞれの炉

　　 か らロソグハ ウスのなか に立 ち込 めた煙 りは,黒 ヤシの木で作 った壁 の隙間や,サ ゴヤ シ

　　 の葉で葺かれた屋根か ら静か に外 に もれてい く。食事を済 ませた男達 は,妻 や子供達 を炉

　　 のぞぽに残 した まま,ロン グハ ウスの最奥 にあ るベ ランダに集 まって きた。 そ こで タバ コ

　　 を吸いなが ら雑談を始め る。雑談に 加 わ りなが らも,あ る者は 自分 の弓矢 の点検 を し,ま

　　 たあ る者は網袋のほつれ を繕 っている。やがて彼 らの まわ りに男 の子達 も集 ま り,ふ ざけ

　　 あ ってい る。話題が途切れた頃,一 人 の男が静かに 語 り始めた。霊媒 に よる夢語 りは こ う

　　 して始 まった。

　 私 が霊 媒 に よる夢 語 りの存 在 を 知 った の は,ベ ダ ム ニの人 び と との生 活 が2年 目に

入 って か らで あ った1)。 あ る晩,同 じ村 に住 む ひ と りの 青 年 が,別 の村 で 聞 い て きた
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とい う物 語 を5,6人 の少 年 や 青年 た ち に語 って いた 。 しぼ ら く聞 い て い る うち に,

人 び とが 自分 や 他 人 の 経験 を 語 って 聞 か せ る話 や 神 話 ・伝 説 な どの昔 語 りと違 って,

この物 語 で は具 体 的 な個 人 名 や 地 名 が 登場 して こな い こ とに気 づ いた 。 翌 朝,こ の 青

年 に 昨夜 の物 語 を も う一 度 語 って も らい,テ ー プ レ コー ダで録 音 した 。 や が て,こ の

物 語 は,も と も と霊媒 が 自分 の見 た 夢 の 中 の物 語 を 語 った もの で あ る こ とが わ か った。

この種 の語 りを,霊 媒 が 実 際 に 語 る場 に居 合 わ せ る こ とが で きた のは,そ れ か ら2週

間 ほ ど過 ぎ て か ら,別 の村 で 一 夜 を 明 か した と きで あ った。

　 近 代 人 類 学 で は,タ イ ラー の ア ニ ミズ ム研 究(Tylor　 l871)に 見 られ る よ うに,夢

の 研 究 は宗 教 の起 源 や 発 達 を 考 え る上 で 重 要 な もの と して研 究 が始 ま った。そ こで は,

身 体 とは別 に存 在 す る生 命 原 理 と して の 「霊魂 」 の認 識 が夢 の経 験 か ら派 生 し,さ ら

に は 宗 教 へ と発 展 して い く とい う図 式 が 描 か れ た 。 しか し フRイ トの登 場 以後 は,夢

の 内 容 そ の もの(実 際 は語 られ た テ ク ス ト)へ と研 究 の対 象 は移 行 して い った 。 す な

わ ち,夢 は個 人 の深 層 心 理 の現 れ と して,文 化 の 相違 を越 え て 夢 に共 通 して登 場 す る

「シ ン ボ ル」 が 分 析 の対 象 とな って い った の で あ る(Kluckhohn　 and　 Morgan　 1951;

Lincoln　 l935;Roheim　 l946;1949;1950)。 興 味 深 い こ とに,セ リグマ ソ(Seligman

1923)は フ ロイ トの 「夢 の タ イ プ」 とい う概 念 を 検 証 す るた め に,植 民地 行 政 官 や 宣

教 師 に,現 地 人 の夢 の記 録 を送 って くれ る よ うに 呼 び か け を して い る。 しか し,こ う

した 夢 の 「シ ンボ ル」 や 「タ イ プ」 の比 較 研 究 で は,夢 の 経 験 を 調 査 す る コ ソテ クス

トや 方 法 に 対 す る思慮 が,現 在 か ら見 れ ば 驚 くほ ど欠 落 して いた 。

　 そ の 後,文 化 とパ ー ソナ リテ ィの 問題 に関 心 を 寄 せ る人 類 学 者 た ち に よ って,非 西

洋 社 会 に 暮 らす 様hな 民族 の夢 が現 地 調 査 に基 づ い て研 究 され る よ うに な り,民 族 社

会 に お け る 夢 を 用 い た 心 理 治 療 に 対 して も 関 心 が 向 け ら れ た(Devereux　 1951;

Stewart　 l951;1954;Wallace　 l958)。 だ が,文 化 とパ ー ソナ リテ ィ論 の衰 退 と共 に,

夢 は 文 化 や 社 会 の 研 究 の 中 で扱 われ る よ りは,心 理 学 ・精 神 医 学 の研 究 対 象 と見 な さ

れ,人 類 学 に お い て 夢 の研 究 は 周縁 的 な もの とな っ て い った2)0

　 1970年 代 以 降 の人 類 学 で は,対 象 とす る社 会 に住 む 人 び とが用 い る概 念 に 注 目し,

意 味 や 知 識 の シ ステ ムの記 述 に 関心 が 向 け られ る よ うに な っ て くる。 ほ ぼ 並 行 して,

人 び とが 夢 と い う経 験 を どの よ うに理 解 して い る の か,ま た睡 眠 中 に経 験 した 個 人 的

な夢 を 言 語 に よ る思 考 プ ロセ ス に 変換 し,そ れ ぞれ の文 化 の認 識 カ テ ゴ リーに 関 係付

け,い か に文 化 的 意 味 を 構 築 して い くの か,言 い換 えれ ば,研 究 対 象 とす る社 会 内 の

夢 理 論 と,語 りの フ レー ム と解 釈 コ ー ドを含 め た夢 の共 有 化 ・社 会 化 の 問 題 が ク ロ ー

ズ ア ッ プされ る よ うに な って い った(Kracke　 l979;1981;Tedlock　 1981)。

97



国立民族学博物館研究報告　 23巻1号

　本論で取 りあげるベダムニの人びとは,畑 作と狩猟採集に基づいた生活を営み,夢

を解釈することで病気や死の原因をさぐり,邪 術師を同定 し,将 来の予測などをおこ

なっている。夢の解釈は,夢 を見た本人が密かにおこなう場合もあるが,ご く親 しい

人物と共に,あ るいは数人が集まる中で霊媒に依頼することも少な くない。人びとの

夢の解釈に重要な役割を果たす霊媒になるためには,後 述するように,夢 の中で特定

の存在 と接触を持つことが条件となっている。

　ベダムニは,夢 の経験 と覚醒時の経験を分離 したものとは概念化しておらず,自 分

の経験を理解 ・評価 し,行 動を規定する一つの統合された時空間を経験す る異なった

仕方であると考えている。これら二つの経験を,彼 らは同じように語 り,ま たしば し

ば両者を結びつけて語る。 しか し,両 者を混同することは決 してない。かつて,超 自

然的な存在が現れる夢については,狩 猟採集社会 との関係が注目された ことがある

(D'Andrade　 1961:320-327)。 また,夢 の中に現れた超 自然的な存在がもたらす特別

な力や情報を,あ る特定の人びと(シ ャーマンや霊媒)が 治療や占いなどに用いる事

例が顕著に見 られる社会も,自 然環境 と人びとの生活が物質的にも,精 神的にも密i接

に結びついている狩猟採集社会であるという指摘もされた(Bourguignon　 l972)。 夢

の問題を,狩 猟採集民の世界観の比較研究の中で考察することは興味深いことではあ

る。だが,私 の以下の論考は,ベ ダムニ自身による夢理論と夢の語 りについてのもの

である。

　夢の経験に関する近年の人類学的研究では,夢 の経験のどの部分をいかに語 り,ど

うのように解釈をおこな うかについて,フ ィール ドワークという状況をも含めた社会

的 コンテクス トに十分考慮 しなが ら,ア プロごチが試みられている(Tedlock　 1992;

Edgar　1994)。 本稿で取 り上げる夢語 りは,「 ガラgala」 と呼ばれるもので,ベ ダム

ニにおいても特異なものである。それは,1年 のうちのある特定の季節にだけ霊媒が

経験する夢の語 りであ り,人 びとが協力してそれに解釈を加}る ことの決 してないも

のである。本稿ではまず,ベ ダムニの世界観について,彼 らが世界を二面的なものと

して認識 していることについて概観 し,そ うした世界認識の中で霊媒の活動 と夢の経

験が,そ れぞれどのように位置づけられているのかを説明する。その後に具体的なガ

ラのテクス トを示 し,こ の夢語 りのべダムニ文化における位相について考察する。
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2.ベ ダム ニの世 界観

2-1.存 在 と ア ス リ ブ

　ベダムニの人びとは,万 物には物質的な面と霊的な面があると考えている。すべて

のものに内在する霊的な存在アス リブ(郷 μ1めの は,人 間の目には見えない霊界を

活動領域 としている3)。この霊界は,空 間的には人間が生活 している領域と重なり合

っている。つまり物質界と霊界は異なる領域であっても同一空間にあるため,一 方の

領域での活動が他方の領域に何らかの影響を及ぼす ことがあるとされている。 また,

物質界では見えない物事の側面が,霊 界では見える場合もある。このように物事には

見えている面だけでな く,も う一つの面一 影(ベ ダムニ語では同 じくアス リブと呼

写真1　 かつて遺体は,白 骨 化す るまで ロソグハ ウス

　　　　後方に作 った棚 に置 かれ た。遺体のぞぽで,

　　　　近親者 は死 老 との思い 出を歌 った。(1970年

　　　　代初頭,パ プア ニューギニア国立公文書館提

　　　　供)
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写真2　 現在,政 府 とキ リスh　 会か ら,遣 体を死後3日 以内に埋葬す る よ う

　 　 　 に指導 され ている。

ぶ)　 　 が あ る とい う観 念は,ベ ダム ニの考 え方 に 支 配 的 で あ る。 したが っ て,夢 や

交 霊 会 な どを つ う じ,ア ス リブが観 察 し経 験 した こ とを知 る こ とは,物 事 に つ い て よ

り多 くの 情 報 を 得 る手 段 とな って い る の で あ る。 こ うした認 識 と実 践 は,同 じ くス ト

リ ク ラ ン ドーボ サ ヴ ィ 地 域 に 住 む 他 の 言 語 集 団 に も 共 通 し て い る(Feld　 1982;

1987;Knauft　 1985;Kelly　 1977;1993;Schieffelin　 1976;1977;1979;Shaw　 1990;

Wood　 1982)0

　 ベ ダ ム ニの考 え で は,人 間 も物 質 的 な側 面 と霊 的 な側 面 を持 っ てい る。 そ して,人

間 は 身 体(da:i　 hodo)と ア ス リブか ら構 成 され て い る。 身 体 は 骨(gasa)に 代 表 さ

れ る硬 質 部 分 と肉(fun)に 代 表 さ れ る軟 質 部 分 か らな る。 胎 児 は,性 交 を通 じて 父

親 の 精 液(ami)と 母 親 の 「女 性 器 の精 液 」(ami　 ga:be)が 母 親 の 子 宮 内 で交 じ り合

うこ とに よ り形 成 され る。 父 親 の精 液 が 骨 ・歯 ・爪 とい った硬 質 な部 分 を 形 成 し,皮

膚 ・肉 ・内臓 器 官 とい った 軟 質 部 分 は 母 親 の 「精 液 」 で形 成 され る。 肉 体 は 死 と共 に

腐 敗 が は じま り,や が て消 滅 して しま うが,骨 な どの硬 質 な もの は 死 後 も存 続 し続 け

る。 アス リブが 身 体 の 中 で形 成 され る過 程 や 時 期 につ い て,「 ア ス リブは 父 親 か ら与

え られ る」 と答 え る者 も少 数 は い るが,詳 細 は彼 らに と って も不 明 で あ る。 しか し,

肉体 の死 後,ア ス リブは 骨 な ど と同 様 に 存 続 し,人 間 の ア ス リブは 死後 の住 処 を父 系

ク ラ ソの聖 地 と して い る こ とか ら,彼 らは ア ス リブを 父 親 も し くは 父 系 と関 係 が深 い

とみ な して い る と思 わ れ る。
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　 人 間 の 死後,そ の ア ス リブ は 自然 界 に い る人 間 以 外 の動 物 に姿 を かxて,交 霊 会 や

夢 の な か に現 れ る と考 え られ て い る。 また,睡 眠 中 や 病 気 の 時 に も アス リプ は 肉体 を

離 れ,人 間以 外 の動 物 の姿 で他 者 の 前 に 現 れ る と され る。 この と き,ア ス リブが どの

よ うな姿 に化 身 す るか は,そ の人 の 社 会 的 範 疇 に よ って 影 響 され る。

　 た とえ ぽ,乳 児(〃za:no　 dudubu)が 死 ん だ と きは 蝶(bibi)や 蜻 蛉(hadilafua)

な どの昆 虫,蛙(guama)あ る いは 小 型 の蛇(sania)の 姿 で,幼 児(〃za:no　 honobo)

が死 ぬ と クス クス(hi:bu)や ポ ッサ ム(melo)な どの 小動 物 や 小 型 の鳥(sio/〃za:ni)

の 姿 で,若 い男 女(goi/aiyaligi,癖 η')は ゴ ク ラ クチ ョウ(gayana)や 色鮮 や か な イ

ソ コ(huiyana,　 gege,　ni:yana,　huninibiaな ど)の 姿 で 現 れ る。 また,壮 年 期 の 男 性

(dunu)の 場合 は サ イ チ ョ ウ(odvla)や ヤ シ オ ウ ム(rya)な どの姿 で,壮 年 の女 性

は 中 型 の 蛇(gabugiな ど)の 姿 で,老 人 の 男 性(dain)は ブ タ(gebo)の 姿 で,老

女(uda　 dain)は ヒクイ ドリ(wi:da)の 姿 で よ く現 れ る とい う。

　 この よ うに,ベ ダ ム ニ では 人 が 死 ぬ と,そ の ア ス リブの 多 くが 鳥 を は じめ とす る様

々 な生 物 の姿 を と る こ とが わ か る。 人 間 の ア ス リブは す べ て 鳥 の姿 で現 れ るわ け で は

な い が,「 鳥 に な る こ と」 は 生 か ら死 へ の移 行 を 表 し,こ の点 で は,ベ ダ ム ニの 居 住

地 の 南 東,ボ サ ヴ ィ 山 の 北 側 に 住 む カ ル リ と共 通 して い る(Feld　 l982;Schieffelin

l976)。 また,鳥 や そ の 他 の 自然 界 の存 在 は,夢 の 中や 交 霊 会 の霊 媒 の 目に は,人 間

の姿 で立 ち現 れ る と され て い る4)。

2-2.霊 　 媒

　 ベ ダ ム ニの 霊媒 は 全 て 男 性 で あ り,ゲ サ ミ ・ダ ース(gesami　 da:su)と 呼 ぼ れ る。

ゲ サ ミとは 歌 一 般 を 指 す 語 であ り,ダ ース とは 「降 りて い く(く る)と こ ろ」 とい う

原義 が あ る。 霊 媒 に な る のは 成 人 儀 礼 を 終 え た 未 婚 の 男性 の み で,特 定 の個 人 的 な 資

質 を持 つ 者 に限 られ て い る。 そ の 資 質 は 夢 の 中や 交 霊 会 の 最 中 に 霊 界 の 女性(gesami

uda以 下 では 霊 婦 と呼 ぶ)に よ り見 い だ され る もの で あ り,そ の よ うな資 質 を 持 つ 者

が彼 女 と結 婚 し,そ の 間 に 子 ど も(gesami〃za:no以 下 で は霊 童 と呼 ぶ)を も うけ る

こ とに な る。 そ して,す で に 名 声 の あ る霊媒 と して活 動 して い る人 物 か ら教 え を 受 け

る こ とに よって,霊 媒 と して 活動 す る力 を確 た る もの と し,そ の 評 判 を 獲得 して い く。

あ る霊 媒 が 死 亡 した り,老 齢 化 や キ リス ト教 徒 とな って霊 媒 と して の活 動 を や め た と

き,彼 の霊 婦 と霊 童 は 別 の 霊 媒 に 受 け 継 が れ る こ とが あ る。 これ は,ベ ダ ム ニの 社 会

に おけ る寡 婦 相 続(didalo　 la:su)が,共 に フ ィー(f:と 呼 ぼ れ る クラ ンお よび 「キ

ョウ ダイ」 クラ ンの 成 員 間 で 行 わ れ るの と同様 に,フ ィー の メ ンバ ーで あ る霊媒 間 で

101



国立民族学博物館研究報告　　23巻1号

行われる。「キョウダイ」 クランとは,ク ラソ内と同様にその同世代成員をキ ョウダ

イの関係名称で呼び合い,結 婚が禁 じられているクランである(林1995b)。

　 霊婦や霊童には,自 然界の動植物のアス リブがなる。霊婦になるのは ショウガ

(hogome)や ヒメアオバ ト(hu:su)の アス リブなどで,霊 童はニューギニアクロガ

オ ミツスイ(elawala)や 「ウェイダ」 と呼ぼれる トカゲ(和 名不明)の アスリブな

どである。また,こ うした霊婦や霊童には固有名がついている5)0霊 媒として潜在的

な資質を持った未婚の男性が,交 霊会の席で歌い手の一員として参加しているときや

睡眠中に,霊 婦との出会いを経験する。その若者は,霊 婦との出会いをすでに霊媒 と

して活動 している人物に語ることによって,初 めて自分に霊媒 となる資質があること

を教えられ,自 覚する。経験豊かな霊媒からは,霊 婦や霊童 との接触の仕方やアスリ

プが活動する霊界についての知識や,交 霊会の開き方などを教えてもらう。未婚の男

性のみが霊媒となることができるが,霊 媒となった男性が,そ の後に人間の女性と結

婚することは全く問題はない。

　霊媒の活動は,交 霊会や夢を通 じて,病 気治療,邪 術師の同定,行 方不明の人や家

畜の発見,狩 猟や魚毒漁の成功 ・不成功の予測などであり,各 々の霊媒がこれ らの中

で得意分野を持っている。彼らは日常生活では他の男たちと全 く変わ りな く,家 庭を

持ち,畑 作や狩猟などに携わっている。霊媒であることは政治的に優位な立場に立つ

ことにはならず,ま た霊媒 としての活動に対 しての報酬は全 く支払われない。

写真3　 交霊会 の霊媒。回 りに座 るのは歌い手 たち。
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　交霊会はゲサ ミ・ヒエイ(gesa〃zi　h　iei)あ るいはゲサ ミ・セイ(gesami　 sei)と 呼

ばれ,ロ ソグハウスの土間で,夜 を徹して行われる。参加できるのは男性のみである。

交霊会が始まる前に,女 達は寝間へ入ってしまう。土間の奥まった ところに,霊 媒 と

歌い手の男たちが車座となって座る。通常,こ の歌い手の男たちは独身の若者である。

子どもを含めた他の男たちは,ほ とんどが一つか二つの炉を囲む ようにして座る。車

座の男たちは,竹 のパイプにタバコを詰め火を付けたものを,自 分たちの間で回し飲

みを始める。雑談を し,特 に若者達は大声で冗談を交わ し,ふ ざけあいながら,霊 媒

に変化が起こるのを待つ。霊媒 もときどき手渡 されるタバ コを吸っている。他の村の

人間が交霊会に参加することはできるが,霊 媒が属するクラソと通婚関係にあるクラ

ン(uda　la:su}の 成員がその場にいると,霊 婦や霊童は真実を語 りたがらないと言わ

れている。

　霊媒はタバコを何服か吸 うと,頭 を垂れ,座 ったまま眠って しまったかのようにな

る。やがて,と きどき体を大きくゆっくりと揺 らした り,何 度かげっぷをした りする。

そ して,高 いピッチの小さな声でつぶや くように歌い出す。その声は,霊 婦や霊童の

声であるとされる。霊媒のアス リブが邪術師や悪霊に捕らえられている病人のアス リ

ブを救った り,災 厄の原因を解明した りするとき,霊 婦や霊童はその導き手となる。

霊媒自身のアス リブが身体を離れているあいだ,人 間の姿を した他の動植物のアス リ

ブが身体に入ってきた り,霊 婦や霊童が戻 ってきて語 りを行 うことがある。しかし,

他の生きた人間や死者のアス リブが,霊 媒の身体に入 り込むことはない。霊媒の口か

ら発せられる歌は,歌 い手の男たちによって,よ り大きな声で繰 り返される。歌詞の

中に非常に多 くの地名が言及 され,霊 婦や霊童が霊媒のアス リブを導いて移動する経

路や,問 題を解明する手がか りが,こ れらの地名によって与えられている。 また,霊

婦や霊童との対話を通 じて問題の解決に当たるのは,自 分たちの土地について豊富な

知識を持った年長者たちである。交霊会は,夜 を徹 して明け方まで行われるのが普通

である。交霊会の終了後,霊 婦や霊童,時 には他のアス リブたちが霊媒の口を通 じて

歌い,語 った内容と,解 決すべ き問題 との関連を理解するために,霊 媒を交えてさら

に共同の解釈が行われることもめずらしくない。

2-3.経 験 と しての夢

　ベダムニにとって夢は,交 霊会と同様に,あ る一つの出来事を時間を越xて 別の側

面から観察できる体験である6)0過去に起 きた出来事について,そ の原因や理由を推

察 した り,近 い将来に起 こることが期待通 りの結果をもたらすか否かなどを,夢 を解
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釈することで明らかに しようとする。例えば,よ く取 り上げられる問題 としては,慢

性疾患について,そ の原因は何か,邪 術によるものなのかどうか,邪 術によるものな

らぽ邪術師は誰か,な ぜその者が自分に邪術をかけたのかとい う問題がある。また,

計画 している狩猟や漁労の収穫が充分にあるか,と い う問題もしぼしぼ取 り上げられ

る。このように,霊 媒がおこな う交霊会と同じ機能が夢には与えられてお り,そ して,

その解釈に重要な役割を果た しているのが,交 霊会と同様,霊 媒なのである。

　人間のアスリブは,覚 醒時には胸部の中央(//:/)に あるが,睡 眠中に身体を離

れ,目 覚める前に再び身体に帰ってくる。ところが,睡 眠時以外でもアス リブが身体

か ら遊離することがある。また邪術師や自然界の悪霊によって身体からアス リブが引

き離されることもある。その場合には,病 気(oloi)や 意識不明(sidi　diala)の 状態

Y'陥 った り,異 常な行動(daulasi)を とるようになった り,さ らには死(bogoi)に

いたるとされている。特に,幼 い子供のアスリブは身体から遊離しやすいと考えられ

ているので,森 の中にある特別な力を秘めた岩や樹木の近くを通るとき,乳 幼児を連

れている場合は,呪 物や呪文によってその子供を守るための細心の注意が払われる。

このように,ア ス リブが体外に出てしまうと身体は活動力を失ってしまうので,ア ス

リブは生物が活動するための重要な要素と考えられている。

　一方,い ったん身体を離れたアス リブは,本 人の意思とは関係なく活動する。眠っ

ている間に身体を離れたアス リブは,様hな 経験をする。そうした経験のうち,目 覚

めた ときに記憶に残っているのが夢だとされる。ベダムニは夢を視覚のみによる経験

ではな く,他 の感覚器官も同様に働 く身体全体の経験であると捉えている。つま り,

彼らが身体を通して知覚し記憶する世界は,覚 醒時の世界と睡眠中の夢の世界の両方

であ り,そ れらを結びつけ補 う手段が霊媒による交霊会であった り,夢 の解釈なので

ある。

　 ところで,覚 醒時の経験をよりよく理解するために,故 意に夢を見 ようと何らかの

方策を講 じることはない。あくまで,あ る夢の体験が,覚 醒時に起きた出来事やこれ

から起こるであろ う出来事を想起させ,そ の出来事と夢の体験 とを関連づける解釈が

促されるのである。 この時,霊 媒以外の人びとが体験する夢は,そ の本人が必要 と考

えた場合,他 者とりわけ霊媒にその内容を語 り,彼 らと共に解釈がおこなわれる。こ

れは一般の人びとの持つ知識が断片的で不完全なものと考えられているのに対 し,霊

媒は霊界についての知識に裏打ちされた洞察力を持つと考えられているからである。

また,夢 と覚醒時とでは異なった様相を呈する物事を解釈するため,人 び とはこれら

の様相の転換コードを知識 として共有 している。たとえば,男 性が女性との性的な夢
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を見た場合,そ の翌 日の狩猟で獲物を仕留めることができるという解釈コードは,成

人のほとんどが知 っている。 しか し同時に,多 くの場合において,状 況に即した解釈

が必要とされる。夢に出てくる動物や鳥それに魚は,人 間それ も知人である場合が多

い。その人物が誰であるのか,何 を意味するのかを判断するには,夢 の中の状況,誘

発された感情,前 日あるいはそれ以前にあった人,身 近に起きた出来事などを考慮す

る必要がある。また,夢 で森の中に家が見えたならば,そ れは2本 の高い樹木であ り,

ほとんどの場合,そ れは邪術師や自然界の悪霊の住処である,と いうことまでは多 く

の成人が知 っている。だが,そ の家の中に入って行けるのは,霊 婦や霊童に限られて

いるため,そ こに住む邪術師や悪霊の正体を知ることができるのは,霊 媒に限られて

いる。そして,こ の夢が覚醒時のどのような出来事と関連するのかの解釈は,霊 媒を

含めた少数の長老を中心に行われる。

　い うまでもなく,睡 眠中に夢 として知覚 したことと,意 識の対象としての夢の経験

そのものは個人的なものであ り,そ のまま他者と共有することはできない。言語を介

して,初 めてそれがある程度可能になるのである。語 りが個人的な夢を社会化すると

言える(Bruner　 1986:6)。 もちろんすべての夢が,経 験 として個人の意識の対象と

なっているわけではないし,すべての夢の経験が他者に対 して語られるわけではない。

む しろ,語 りを通 じて,社 会化される夢はごく一部であるのかも知れない。一方,ベ

ダムニの夢の中には,個 人によって経験された時から,複 数の人びとに対 しての語 り

を通 じて共有 され,社 会化 されてゆ くことになっているものがある。 しか し,そ れは

解釈の対象とはならない夢なのである。これが霊媒自身による夢の経験であ り,そ の

夢語 りが,ガ ラと呼ばれるものである。

3.　 ガ 　　ラ

3-1.　 テ ク ス ト

G-1　 (a)さ あ,ガ ラだ7も弟 と兄が一緒に住んでいた。彼 らは共 に働 いた。あ る日,弟 は狩 り

　　 に出かけ,長 いこ と家に帰 らなか った。彼は ブタ1頭 を仕留め,そ れ を解体 した。薪 を集

　　 めて きて,ブ タ肉を蒸 し焼 きに した。 ブタのハ ゴモ(下 顎か ら胸部)と バ ダギ(後 ろ足)

　　 を兄 にあげ た。弟 自身は ブサギ(頭 部 と前足)と バ ーギ(背 と肋骨部)を 取 った。 心臓 を

　　 食べて寝た。

　　 　 (b)翌 朝,弟 は食料 を探 しに出かけたが,兄 は家 に留 まった。弟 だけが薪を集め,火

　　 を起 こ した。兄 はただ座 ってい るだけであ った。弟は薪を割 り,蒸 し焼 き用 の石 を焼 き,
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写 真4　 祝宴 での ブタの解体。 ブタは食糧 としてだ けでな く,交 換財 と しても

　 　　　重要 である。 肉片 の贈与交換 も社会 関係の構築や維持Y'欠 かせない。

ブタの骨 を割 り,蒸 し焼 ぎの支度を した。 しか し兄は 自分の ブタ肉を料理 しよ うとは しな

か った。弟が料理 した分 を二人 で分け て食べた。そ して眠 った。

　 (c)翌 朝,弟 は再び狩 りに出かけた。彼 は ブタ1頭 を仕留め,そ れを解体 した。薪 を集

めて きて,ブ タ肉を蒸 し焼 きに した。 ブタの ブサ ギとバ ーギを兄V'あ げた。 自分 はハ ゴモ

とバ ダギを取 った。心臓 を食べ て寝た。

　 (d)翌 朝,弟 は再 び狩 りに 出か けた。彼は ブタ1頭 を仕留め,そ れ を解 体 した。薪 を

集め てきて,ブ タ肉を蒸 し焼 きに した。兄が弟に 「腹が減 った ので,お まえの肉を少 し食

べた よ」 とい った。弟 は 「か まわない よ。 もしほかの者 だ ったら怒 るのだが,兄 さんなら」

と答えた。蒸 し焼 きの支度 を したが,兄 は 自分の肉を中に入れ なか った。弟だけが一人 で

料理 した。

　 (e)翌 朝,弟 は再び狩 りに出かけた。 ブタを1頭 仕 留め た。帰宅 し,薪 をつ く り,石 を

焼いて,蒸 し焼 きの準備 を した。バ ーギを兄に与えた。食事 を して寝た。

　 (f)翌 朝,弟 は兄V'言 った。「いつ も俺が食糧 を探 しに行 ってい る。今 日は,兄 さんが

行 って くれないか い」。 しか し結局,こ の 日も弟が食料探 しに出かけ ることとな った。弟は

出かけたが,途 中で虻(bursa')に 変身 して,家 に引 き返 した。家の中を覗いてみる と,兄

は弟の ブタ肉を切 り取 って,自 分 の網 袋に入れていた。それか ら兄は家を 出て,ず っと歩

き続けた。虻 となった弟 は後 をつけた。やがて,あ る川に到着 した。対岸 では,若 い娘 た

ちが,走 り回 って遊 んでいる。 兄は 「お 一い,娘 た ち。 ブタ肉を食べ るか」 と対岸 に声 を

かけた。彼は対岸めがけ てブタ肉を投 げた。 しか し,ブ タ肉は対岸 までは届かず,川 の中

に落ちて しまった。兄 は,何 度か繰 り返 し試 みたが,全 て失敗に終わ り,ブ タ肉も尽 きて

しまった。兄は,自 分 の網袋 だけを もって家 路に就いた。弟は,兄 よ りも先にそ の場を離

れ,食 料を集めてか ら家 に帰 った。帰 ってみる と,兄 がいた。弟は一人で薪を割 り,石 を

焼いて蒸 し焼 きの支度 を した。彼 らは食事を して寝た。
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　 (g)翌 朝,弟 は狩 りに出かけた。 ブタを仕留め,薪 を作 り,石 を焼いた。 ブサギ とバ ー

ギを兄 に与xた 。ハ ゴモ とバ ダギを 自分用に取 っておいた。食事を して寝た。

　 (h)翌 朝,弟 は言 った。「兄 さん,今 日は兄 さんが食料を探 しに行 って くれ ないか。俺

は家 にいるか ら」。兄が出かけてい った後,弟 は斧 を持 って出かけた。兄の後をつけて先 日

行 った川 まで来てみたが,対 岸 に娘 たちの姿 はなか った。岸辺 の木 を切 り倒 して,対 岸 ま

で渡れ る よ うに した。弟はそ の丸太橋 を渡 り始 めたが,途 中 で橋は折れ て しま った。そ こ

で 「フブ リ」の木で筏を作 った。川 を渡 っている途 中で,筏 に使 った 「フブ リ」 の木の一

本 が折 れたが,何 とか渡 りきるこ とができた。彼 は 「ハイ ヤグ」 の木 の実 を見 て,そ の実

に変身 した。それ も十分に熟 した実に変身 した。

　 (i)弟 が 「ハイヤ グ」の実に変 身 した まま,木 の枝につか まってい ると,娘 たちの一団

がや って きた。その うちの二人が 「ハイヤ グ」 の実を取 りにや ってきた。彼女 らが実を取

ろ うと腕 を伸 ぽ した とき,弟 は二人 の娘 の腕 を同時に捕えた。他 の娘 たちは驚 いて,川 の

中に飛 び込 んだ。す ると,あ る娘は ウナギに,別 の娘 は 「ソサ」 とい う魚に とい うように,

す べての娘たちは変身 して しまった。 弟は,捕 まえた二人 の娘 を筏 に乗せ て,川 を渡 り始

めた。途中で筏は壊れ始め,娘 の一 人は川に飛び込ん で魚 に変身 した。 もう少 しで,川 を

渡 りきろ うとした ところで も う一人 の娘 も川 に飛び込んだ。弟 は仕方 な く家 へ帰 った。 帰

り着 くと,兄 が家にいた。

　 (j)翌 朝,兄 が網袋 と斧を持 って 出かけた。 しか し,日 が暮れ ても帰 って こなか った。

弟は一人 で夜 明け まで泣いて過 ご した。

　 (k)翌 朝,弟 が家 にい ると,一 人 の男がや って くるのが見 えた。 兄が帰 って きたか と

思 ったが,そ れは別の男であ った。その男は家に入 って きて,「甥 っ子 よ」 と言 って泣 き出

した。彼 らは一緒に しば ら く泣 いていた。やがてそ の男は弟 に 「おまえは ここにいろ。俺

は明 日またや って きて,こ こでお まえ と寝 ることにす る」 と言 った。 弟は兄を思 って泣 き

続けた。

　 (1)翌 日,オ ジは大勢の男たちを連れて戻 って きた。家の 中はその男た ちでい っぱいに

な り,高 床式の家の下 にも大勢 の男たちが集 まった。 男たちは弟のサ ゴヤ シか ら澱粉を作

り,そ れを食べた。 日が暮れ る と,家 の入 口近 くy,　人 の霊媒 が座 った。家の真ん中に も

う一人の霊媒が座 った。 男の寝 間に も う一人の霊媒が座 った。 交霊会は一晩中続 いた。夜

明け近 くにな って,一一人 の霊媒が言 った。「今朝,石 を持 って川へ行け。行方不 明の兄 は,

あ る家の梁か らぶ ら下が ってい る。彼はすでに死 んでいる。川の中に1本 の木が立 ってい

る。その木 に両側か ら同時に斧を入れて切 り倒せ。そ うすれば,川 の水は干上 がるだろ う」。

夜明け と共 に人び とは,石 とサ ゴ澱粉 と薪を持 って川 まで出かけてい った。そ してそ こに

小屋を建 てた。木 を切 り倒 した。す ると見 る見 る うちに,水 は川か らな くな って いった。

男た ちは現れ た魚 を打ち殺 すために待 ちか まえ ていた。 やがて,ウ ナギが現れ,そ れを殺

した。「ソサ」魚が現れ,そ れ を殺 した。「アダ」魚が現れ,そ れを殺 した。「ゲボ」魚が現

れ,そ れを殺 した。彼 らは現れた魚を殺 し続 けた。霊媒 が言 った。「待 て,兄 を殺 した魚は,

ここにはいない。 もっと上流 だ」。そ こで,人 び とは川を さかのぼ ってい った。2匹 の 「ゲ

ボ」魚が 向き合 うようにいた。 これ らの魚は鋭 い歯 を持 っていた。男たちは雄叫びをあげ

て,こ の2匹 の魚を打 ち殺 した。弟は,大 きな洞窟を見つけた。あ る男が弟 に言 った。「こ

こは立ち入 ってはな らない ところだ」。男た ちは網袋に殺 した魚をい っぱいに入れ て村に帰

って きた。そ して弟の家 に入 った。 オジた ちは言 った。「甥 っ子 よ,さ あ行 こ う」。「いや,
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俺は ここにい るよ。兄 さんを思 って泣 いている よ。俺 は ここにい るか ら,オ ジさんた ちは

行 って くれ」。す るとオジは言 った。 「いや,皆 で行かなけれぽな らないんだ」。 それ でも弟

は 「ここに留 まる」 と言い張 った。 オジた ちは仕方 な く,弟 をそ こに残 す ことV'し て,彼

らは帰 っていった。弟は兄を思 って,泣 き続けた。

　 (m)や がて夜 にな った。家の両脇か ら,口 笛 を吹 くよ うな音が した。す る と,一 方か

ら 「ア レ」大蛇が這 ってや って きた。反対方 向か らは,別 の 「ア レ」大蛇 がや って きた。

弟は,こ ん棒 を持 って2匹 の大蛇 と戦 った。いつの まにか,弟 は誰 かの家 に上が る梯子の

下 にいた。夜が明け ると,そ の家は オジの家であ ることがわか った。 オジは家の 中にいた。

若者 は言 った。「何かを殺 したんだ。 オジさん,見 て くれ。 い ったい何 なんだい」。オ ジは

「これ らの大蛇を殺 したのは,お 前 ではない。そつ らはお前を食 いに来 たんだ」 と言 った。

さ らに 「俺がお前を助けたんだ。そいつ らを殺 した のは俺だ」 と続 けて言 った。男たちが

大勢現 れ,雄 叫びをあげ,死 んだ大蛇を肩 に担 いで,オ ジの家 に入 ってい った。大蛇を蒸

し焼 きに し,ぶ つ切 りに して皆で分け合 って食べた。男た ちが去 ってい った後,弟 とその

オジだけが残 った。彼 らは大蛇 の肉を食べ,そ こに留ま った。

G-3　 (a)さ あ,ガ ラだ。若い男(aiyaligi)と 若 い女(Mini)が 住んでいた。彼 らが一緒にい

　　 る とき,若 い女が言 った。「あなたが鳥を仕留めて きても,私 は食べ ないわ」。 その うち彼

　　 女 は産屋 へい った。 やがて男の子が産 まれた。そ こで若 い男 は網袋 を もって畑 へ出かけて

　　 い った。彼 は網袋 にバナナ,ヤ ムイモをい っぱい入れて帰 ってきた。 それか ら彼 は狩 りに

　　 出かけた。女は家に残 って生まれた子供の世話を した。

　　 　 (b)や が て子供 は成 長 し,し ぼ しばベ ランダに 出て座 るよ うになった。あ る 日,そ の

　　 少年(ma:no)が ベ ランダか ら家 の中に戻 ってみ ると,母 親 が どこかへ行 って しま ってい

　　 ないこ とに気 づいた。家 の中を探 してみ ると,女 性用の寝間 で,母 親は毒 のある木 の根 を

　　 噛ん で死 んでいた。彼 は激 しく泣 いた。やがて,家 の出入 口の方 にシ ャベルを見 つけ,そ

　　 れ で穴を掘 り,母 親 の遺 体を埋 めた。 その後,家 に入 り,再 び ベラ ンダへ 出た。 そ こには

　　 1羽 の ヒメアオバ ト(hu:su)が 横たわ っていたが,そ の足 は胴 体か ら切 り離 されていた。

　　 翼 も胴体か ら切 り離 され ていた。そ して頭 も胴体か ら切 り離 され ていた。・少年 はその鳥の

　　 足を胴体 に何 とか くっつけ ることがで きた。翼 もくっつけ ることが できた。最後 に頭 を胴

　　 体に くっつけた瞬間に,少 年は ヒメアオバ トに化身 し,ダ ワロの木 まで飛んでい った。

　　 　 (c)彼 はさ らに飛び,葉 のない木に止ま った。下 の方か らサ ゴ澱粉を作 っている音が聞

　　 えて きた。見 おろす と,若 い女 がサ ゴ澱 粉を作 ってい る。若い女が二人,サ ゴ澱粉 を作 っ

　　 てい るのが見 えた。下流 の方 では姉 が作 業を してお り,上 流では妹が作業を していた。姉

　　 が言 った。 「幼い少年が ヒメアオバ トに変わ って しま ったそ うだ。その鳥は木の一番下 の枝

　　 に止 まったそ うだ」。 それ を聞いた少年は,自 分 も一番下 の枝 まで降 りてい った。姉が また

　　 言 った。「ヒメアオバ トにな った少年 は,真 ん中の高 さの枝に止 まったそ うだ」。 そ こで彼

　　 は真ん中の高 さの枝へ と移 った。姉は また言 った。「その鳥 は私た ちが澱粉を取 ってい るサ

　　 ゴヤ シの木に止まった そ うだ」。少年は飛び下 りて行 き,女 たちが作業 してい るサ ゴヤ シの

　　 倒木に止 まった。す る と彼は再び少年の姿に戻 った。姉 は彼 にキスを し,「息子 よ」 と呼ん

　　 だ。樹皮布 を広 げ,そ の上 に少年を座 らせ,彼 女 は作業 を続けた。水を注 ぎ,サ ゴを打 ち,

　　 で きた澱粉を専用 の袋 に入れ た。やが て妹 がや って きて,男 の子を見つけた。妹 も 「息子

　　 よ」 と呼 んで キスを した。彼女 らは男 の子 を家へ連 れて帰 り,サ ゴ澱粉を分け合 って食ぺ
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写真5　 サ ゴヤシの澱粉を取 る。随を叩 き,濾 過 台で

　　 　　デ ンプ ソ粉 に仕上 げ るまで女性 の仕 事 であ

　　 　　る。

た。 そ して眠 った。

　 (d)翌 朝,姉 妹 は再 びサ ゴ澱粉 づ く りに 出か け ようとす る と,少 年は泣 きだ した。姉

妹 は 「何か欲 しいものが あるのか」 と尋ねた。彼は 「弓 と矢 が欲 しい」 と言 った。彼女 た

ちは弓 と矢 を作 って,男 の子に与えた。少年は与 えられ た弓矢 を持 って森の 中に入 ってい

った。女 たちは再 びサ ゴ澱粉づ くりを始めた。やがて夕方にな り,息 子 を呼んだ。「息子 よ,

暗 くな って きたか ら帰 っておいで」。少年は,射 止めた多 くの鳥を枝に数 珠つなぎに して戻

って きた。彼は枝 を真 ん中で切 り,半 分を母親に あげ,残 りの半分を さらに2分 し,母 の

妹 にそのひ とつを あげた。 彼 らは家に帰 って きて,サ ゴ澱粉 を葉に包んで焼 き,腹 が い っ

ぱ いにな るまで食べた。 男の子 が仕 留めて きた鳥を全 て平 らげる ことはで きなか った。そ

して彼 らは寝 た。　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 (e)翌 朝,女 た ちは再びサ ゴ澱粉づ く りに出かけ,少 年 は森 へ狩 りに出か けた。夕方,

母親 は彼を呼び戻 した。少年 は鳥をつないだ枝を真ん 中で切 り,上 の半分を母親 に,下 の

半分 を母の妹にあげた。彼 が言 うには 「今 日は2羽 しか捕れ なか った。大 きな茶色の鳥に

矢 を射たが,逃 して しまった」。母親 は言 った。「気に しない ことね。 まだ幼いのだか ら,

鳥に矢 を放 って も,逃 げ て しま うこともあ るわ」。彼 らは家に帰 って,サ ゴ澱粉 と鳥 を食べ
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て寝た。

　 (f)翌 朝,男 の子が 目覚 め る と,母 の妹が ア ス ニ(asuni),ガ ニ シ(ganisi),サ オ

(SRO)の 矢 を持 って,女 性用 の寝間か ら出て きた8}0彼 女は言 った。「あなたのお母 さんが

言 ったわ。今 まではお母 さんがあなたの世 話を して きたけ ど,今 日か らは私が あなた の面

倒を見 るよ うに と」。 男の子はそ の弓矢を持 って森に入 ってい った。大 きな ブタが地面 を掘

ってい るのを見つけた。 ガ ニシを弓につがrx,ブ タに近づいた。 しか し,男 の子 は怖 くな

って逃げ て しまった。 で も気 を取 り直 して,再 び ブタに接近 してい った。だが また逃げ て

しまった。次 に近づ いた とき,彼 は矢 を放 ち,ブ タは倒れた。 ガニシを引 き抜 いて,家 ま

で帰 り,母 親 たちに言 った9)0「ブタを仕 留めたんだ」。そ して母親たちに手伝 って もらい,

ブ タを家 まで運んだ。妹 の方 がブタの腹 を切 り裂 き,内 蔵を取 り出 しそれを洗 うため に川

へい った。姉 の方は畑 に野菜 を集 めに出かけた。少年が待 ってい ると,や が て二人 とも帰

って きた。内蔵 を炉 で料理 して食べた。しか し肉は食べず に残 した。妹のほ うが言 った。「私

たちがサ ゴ澱粉を作 ってい る所か ら上流に ブタが,下 流 に ヒクイ ドリ(wi:da)が い る」。

やがて彼 らは眠 った。

　 (g)翌 朝,女 た ちが起 きてみ ると,少 年 はす でに狩 りに 出かけていた。彼 は ヒクイ ドリ

を見つけ,そ れを仕留めた。彼は家に戻 り,母 親 たちに伝えた。「母 さん,ヒ クイ ドリを仕

留めたんだ」。彼 らはそ の ヒクイ ドリを家に持ち帰った。 内蔵を炉で料理 して食べ た。 しか

し肉は食べず に残 した。

　 (h)少 年は成長 し,美 しい若者(aiyaligi)と な った。 ある日,若 者は狩 りに出かけた。

彼 は家 に帰 って きて 「ブタを1頭 仕留めた んだ」 と言 った。 その ブタの腹を割 き,腸,心

臓,肝 臓 を取 り出 し,川 で洗 って料理 した。 肉は薫製 に した。 薫製のための煙は まっす ぐ

上 に昇 らなか った。

　 (i)あ る日,若 者 は狩 りに出かけなか った。 彼が家 にいる と,キ バ タ ン(ahea)の 鳴 く

声 が した。サ ー ゴメ(sa:go〃 昭)10)が や って きて,壁 板 の隙間か ら家 の中を覗 き,若 者を

見 つめていた。長い ことそ うした後,そ の男 は家 の中に入 って きて,若 者 と握手を した。

男 は,祝 宴 を知 らせに来たのだ った。 「今 日,食 糧を集め,明 日,サ ゴ澱粉 を料理す る」 と

彼 は言 った。女たち(若 者の 「母 たち」)は,バ ナナを焼 き,そ の皮 を剥 き,実 をサ ゴヤシ

の外皮 で作 った皿 に載せて男 に勧めた。 肉も少 し勧め た。 男はそれ らを 口に したが,全 て

を平 らげ ることはで きなか った。彼は残 りを女 たち と若者 に与x,帰 ってい った。若者 と

女 たちは眠 った。

　 (j)翌 朝,二 人の女は着飾 って女性用の寝 間か ら出てきて,若 者 に一つの包みを手渡 し

た。若者 がベ ランダへ出て,そ の包みを開け てみ る と,中 には儀 礼用の装 身具が入 ってい

た。後 ろ髪飾 り(boboge　 sii),額 飾 り(ahea),樹 皮 のベル ト(bulu)な どである。彼はそ

れ らを身 に着 けてみた。そ して母たち に 「いつ,行 くの」 と尋ね た。 ベ ランダか ら外を見

ていると,何 か丸い ものが彼 らの方 に向か ってや って くるのが見えた。 よく見 る と,「ホア

ニ」 ヤシの木であ った。枝が3本 あ り,若 者 と母親たちの3人 が,そ れ ぞれ の枝 に座 った。

彼 らが枝に座 ると,「ホア ニ」ヤ シの木 は祝宴が行われ る村へ と彼 らを連れ ていった。

　 (k)客 た ちの中に,ち ょうど若者 と同 じ年恰好 の若者が も う一 人いた。到着 したぽか

りの若者 はその若者 に,自 分が どの よ うに母親た ちに会 ったのか を話 した。 その若 者 も,

全 く同 じよ うに して一 緒 に来 てい る母親 た ちに 出会 った こ とを語 った。 ガモ ゴフ ェイ

(ga〃zogofei)の あ と,客 たちは家の中に入 った11)0家 の中に入 ると,男 たちが ゴセイ ・ダ
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ンスを踊 っていた。 しか し,二 人 の若者 は ゴセイ ・ダンスを踊 らなか った12)0明 け方 にな

り,彼 らを連 れて きた同 じ 「ホアニ」 ヤシの木 がや って きて,若 者 と二人 の母親 たちを家

まで連れて帰 った。彼 らは家のベ ランダに着 いた。 日中は眠 っていた。 目覚めた ときには,

す でに暗 くな っていた。女た ちは若者 を起 こして,バ ナナを与xた 。 そ して,皆 ふたたび

眠 った。　　　 、

　 (1)翌 朝r若 者 は狩 りに出かけ た。帰 って くる と母親 たちにブタを仕留めた ことを伝え,

手伝 っても らって家 までそ のブタを運 んだ。解体 し内蔵を取 り出 し,炉 で料理 して,腸,

心臓,肝 臓 を食べた。そ して眠 った。翌朝,若 者は また狩 りに 出かけ た。帰 って くると母

親た ちに ヒクイ ドリを仕留めた ことを伝 え,家 までそれを運ぶのを手伝 って もらった。そ

の ヒクイ ドリを解 体 し,内 蔵を取 り出 し,炉 で料理 して,腸,心 臓,肝 臓 を食べ た。そ し

て眠 った。肉は薫製にす るために,炉 の上に作 った棚 に載せ た。

　 (m)翌 朝,若 者 は狩 りに 出かけ なか った。キバ タ ンが鳴 くので,外 を見 るとサ ー ゴメ

がや って きた。男は入 ってきて,若 者 と握手 した。彼は,祝 宴を知 らせに来たのだ った。「今

日,食 糧 を集 め,明 日,サ ゴ澱粉 を料理 す る」 と彼は言 った。女 たちは,バ ナナを焼 き,

そ の皮 を剥 ぎ,実 をサ ゴヤシの外皮 で作 った皿 に載せて男に勧めた。 肉 も少 し勧 めた。男

はそれ らを 口には したが,全 てを平 らげる ことはで きなか った。彼 は残 りを女 たち と若者

に与 え,帰 ってい った。後に残 った若者 と女たちは眠 った。

　 (n)翌 朝,二 人の女は着飾 って女性用 の寝間か ら出て きて,母 親 は若者に包み を一 つ

手渡 した。 ベ ランダへ 出てそ の包み を開いてみ ると,後 ろ髪飾 り,額 飾 り,樹 皮 のベル ト

が入 っていた。母親は も う一つ の包 みを持 って きた。 その中には,太 鼓(ilibu}が 入 って

いた。彼 は母 たちに 「いつ,行 くの」 と尋 ねた。ベ ランダか ら外 を見 ている と,何 か丸い

ものが彼 らの方に向か ってや って くるのが見えた。 よく見 る と,「ホアニ」 ヤシの木であ っ

た。枝が3本 あ り,若 者,母 親たちの3人 が,そ れぞれの枝 に座 った。彼 らが枝に座 ると,

「ボアニ」 ヤシの木は祝宴の場所へ と彼 らを連 れてい った。

　 (o)そ こには若者 と同 じ年恰 好 の若者 が も う一人 いた。到着 したぼか りの若者 はその

若者 に,自 分 が どの よ うに母親 たちに会 ったのかを話 した。そ の若者 も,全 く同 じよ うに

して一緒 に来 てい る母親た ちに出会 った ことを語 った。年輩の男が家 か ら出て きて,彼 ら

を見 つけ ると,再 び家 の中に入 ってい った。す ぐにまた彼は現れ,ブ タの脂身(safe)を

若者 と母親 たちに与えた。彼 らはその脂 身を木の葉で包み,網 袋 に入 れた。年輩 の男は言

った。 「私は懸命に働いて いる。木 を切 り,狩 りを し,木 鼠を探 している」。 その年輩 の男

と他 の者達 は太鼓を持 った。 ガモ ゴフ ェイが行われた。女た ちは笑 い,女 性 用の寝間に入

っていった。年輩の男は太鼓を叩 きなが ら,ガ フォイ ・ダンス(gafoi)を 踊 った。

　 (p)母 親 たちが若者 の顔 に黒 炭 で線 を描 き,つ ぎに赤 い色を塗 った。そ して さらに黄

の色 を塗 った。ベル トにサ ゴヤシの葉 を さし込んだ。若者の一人 が 「ダンスをする」 と言

った。する と,も う一人 の若者 も向かい合 って踊 り始めた。若者 は踊 るのを止 めた。そ し

て言 った。 「サマ(SQ〃1R)13),ち ょっと待 て。 どうして踊 るんだ」。 も う一人 の若者 は答え

た。 「サマ,そ れはあんた の影だ よ」。最 初に踊 った若者は ダンスを止 め,も う一人 の若者

が踊 り始めた。彼 も,自 分の前で別の若者が踊 っているのを見 て,「 あんたは も う踊 ったん

だか ら,休 んでいなよ。」 と言 った。も う一人 の若者は 「それはあんたの影だ よ」と言 った。

今度 は彼 らは一緒 に踊 った。太鼓 を割 る音 が した。太鼓に火をつけ る と,竹 のたいまつの

よ うに燃xた 。年輩 の男は踊 り手のためY'`,た い まつをか ざ した。やがて夜が明け,「 ホア
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写真6　 太鼓を叩 きながらのガフ ォイ ・ダンス。成人

　　　 　式を終 えた男性 だけ踊 る ことが できる。

二」 ヤシの木が彼 らを迎えにや って きた。彼 らは もらった ブタ肉を持 って,「ホア ニ」 ヤシ

の枝 に座 った。

　 (q)家 に帰 る と若者ば男性 用の寝間で眠 り,母 親た ちは もらって きた ブ タ肉を地炉 で

料理 した。 若者 が 目覚めた とき,母 親 たちは地炉 を開 き,中 か ら取 り出 した 肉を真 ん中で

切 った。その肉をその場に残 して,母 親は女性 の寝間へ入 ってい った。母親が再 び出てき

た とき,若 者 の傍 らには若い女が いた。そ の若 い女 は祝宴 の ときに,笑 って いた娘た ちの

一人 であ った。 母は,若 者 とその娘に 肉のひ と固ま りを与 え,若 者はその 肉の一方 の端を

持 ち,娘 は他方 の端を持 った。母親は,そ の真 ん中を竹のナイ フで切 った。若者 は彼 の手

に残 った肉片を娘に与え,娘 は 自分 の手 の中の肉片を若者 に与えた。彼 らはそれ ぞれ の肉

片 を食べ,そ して共に暮 らし始めた14)0

G-14　 (a)さ あ,ガ ラだ。幼い少年(〃za:no　honobo)が 独 りで住んでいた。一人で畑を耕 し,

　　 バ ナナを料理 し,ほ かの食料 も料理 して生活 していた。あ る日,ベ ランダに座 りバ ナナを

　　 食べ なが ら外を見てい ると,自 分 の家 の下 の方 か ら,あ る植物が生長 しているのに気づ い

　　 た。黒 ヤ シの木の よ うに も見えた。 よく見 る と,黒 くて小 さな丸い ものが,そ の木 の上 に

　　 のっていた。少年は 自分が食ぺていたバナナをそ の木 の近 くに投げてみた。
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　 (b)翌 朝 ベ ラ ソダか ら見 ると,植 物 の よ うなものは昨 日よ り少 し成長 している ようで

あ った。少年 が昨 日投 げたバ ナナは,皮 を残 して実は食べ られていた。

　 (c)翌 日,少 年は森に入 ってい った。そ して,渓 流で魚 とザ リガニを捕 ってきた。家 に

帰 って きて,捕 まえた魚 とザ リガ ニを料理 した。バ ナナ も料理 した。 これ ら料理 した もの

を,樹 皮 の皿 に載せ てベ ラソダへ持 ってい った。 ベ ラソダで食事 を しなが ら,例 の木を見

ると,昨 日よ りもさ らに成長 していた。皿に載 っていたバ ナナ2本 と魚 とザ リガニを,そ

の木の上に置いてみた。

　 (d)翌 朝,少 年 が この木を見 る と,さ らに成長 して お り,昨 日置 いたバナ ナは実を食

べ,皮 だけが残 っていた。 魚 も骨だけが残 って いた。 ザ リガニは殻だけが残 っていた。少

年は食事 を済 ませ て森 へ入 ってい った。 ある渓流 の ところへ来 ると,ザ リガニ と魚 を捕 ま

xた 。途 中で薪 を拾 って家に帰 った。ザ リガニ と魚を料 理 し,樹 皮 の皿 に載せ てベ ランダ

へ持 ってい った。例の木はさ らに成長 し,「 ワニヤ」 とい う種類の黒ヤ シだ とわか った。丸

い黒 いものは 「アサ ビ」 とい う野鼠 だ った。 少年はバ ナナを3本,魚 とザ リガ ニを3匹,

木 の上に置いた。少年は食事 を済 ませて眠 った。

　 (e)翌 朝,見 る と 「ワニヤ」黒 ヤシは ベラ ソダの高 さまで成長 していた。少年は魚2匹

とザ リガニ2匹 を与えた。少年 も少 しずつ成長 してい った。バ ナナ,魚,ザ リガ ニを取 っ

てきては料理 して,自 分で食 べる ときV'`,ヤ シの木 にも与 えた。

　 (f)ヤ シの木 は,ベ ラ ンダに立つ少年 の顔の高 さまで成長 した。少年は森へ入 って,渓

流 で魚や ザ リガニを取 って,そ れ を帰 ってか ら料理 した。 少年 は,バ ナナ3本,魚3匹,

ザ リガニ3匹 を ヤシの木に与えて,自 分 も食事 を済 ませ て寝 た。

　 (g)翌 朝見 る と,ヤ シの木に与えたバナナ も魚 もザ リガ ニも皮や殻 を残 して,き れいに

な くな っていた。少年はいつ もの ように,森 に出かけて食料 を探 しまわ った。帰 って きて

食事 を済 ませ て眠 った。

　 (h)夢 の中に,若 い娘(Mini)が 現れ,そ の娘 の父親 の村 で祝宴が開 かれ ることを少

年 に伝えた。少年は 目覚め たが,娘 に実際に会 ったのか,夢 の中で会 ったのか定かではな

か った。 もし娘が祝宴の知 らせ を持 って きた ことが本 当の ことだ った ら,そ の祝宴に行か

なければな らないと,少 年は考えた。考え こんでい ると,「 ワニヤ」 ヤ シが,少 年 の前に頭

を垂れ るよ うに 曲が って きた。 少年 はその ヤシの木 に登 り,葉 の上 に座 った。気づ くとヤ

シの葉の上には,昨 晩 に会 った娘 も座 っていた。娘は少年に言 った。「あなたは,ひ とりぽ

っちではな い。 あなたの父 さん と母 さんは生 きて いる。彼 らはすでに祝宴の会場へ と行 っ

てい る」。さ らに娘 は 「も しガフ ォイ ・ダ ンスを踊 りたいな らば,踊 れぽいい」 とも言 った。

しか し少年 は 「俺 はガ フォイ ・ダソスを踊 るには幼す ぎ る」 と答えた。娘は 「あなたが踊

るのを見てい るのは,私 だけだ」 と言 うと,少 年は 「もっと大 き くなって青年(aiyaligi)

だ った ら,踊 るんだが」 と答 えた。「あなたが踊 るのを見 るのは私 しかいない」 と娘が言 っ

て も,少 年は 「いや,俺 は踊 らない。父 さん も母 さん もい ない し,衣 装 もない」 と答 えた。

娘は少年 に一つ の包 みを与 えた。その中には ダ ンス用 の装 身具 一式が入 って いた。 貝製の

ネ ック レス(bidaga:su)を かけ,頭 飾 りをかぶ り,樹 皮 のベル トを締め,ク ス クスの額帯

(hibuso)を しめ,サ イチ ョウの膚 の飾 りもの(odola　 igobe)を 背中に下げ,す べてを身に

着け てか ら,化 粧 を した。娘 も美 し く着飾 り,化 粧 を した。彼 女は 「ワニヤ」 ヤシの葉の

上 に立 ち,そ の葉 を揺す った。す ると 「ワニヤ」 ヤ シは,二 人を載せた まま,彼 らを祝宴

が行われ る村へ と連れてい った。
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　 (i)少 年 と娘を乗せた ヤシの木は,祝 宴が行われ る村 へ と到着 した。来 客たちがガモ ゴ

フェイを行い,ブ タの脂身 を食べ,全 員が ロングハ ウスの中に入 った。 ヤシの木 は,少 年

と娘を降 ろ してか ら,少 し離れ た ところに退 いた。 ロングハ ウスの中では,ダ ンスが始 ま

った。サ ーゴメが ガ フォイ ・ダソスを始めた。 「ガフォイ ・ダンスを しない のか」 「いや,

俺は踊 らない」 な どと会話が聞 こえて くる。 子供達 は顔を炭で黒 く塗 ってい る。娘 たちは,

顔を赤 く化粧 している。

　 (j)娘 は少年 に太鼓 を渡 した。すぽ らしい太鼓であ った。叩いてみる と,す ぽ らしい音

が した。少年は ガフ ォイ ・ダ ンスを踊 り始 めた。 す ると彼は まるで立派 な青年 の ように見

えた。少年 が踊 るの を止 める と,今 度 は娘が シオ ゴイ ・ダ ンス(SIOgO1)を 踊 った。少年

が ダソスを止め ると,そ の姿 は青年か ら少年 の ものに戻 った。再び踊 り始め ると,ま た青

年の姿 とな った。集 まっていた人 び とは,少 年 が踊 るのを見ていた。人び とは少年 に男性

の寝間の真ん中で踊 るよ うに言 った。少年 は一緒 に来 た娘 に 「皆は俺が踊 るのを見たが っ

てい る」 と言 うと,娘 は 「あ なた は人 び とのた めに踊 るのではな く,私 のためだけ に踊 る

の よ」 と言 った。少年はベ ランダで踊 り続け た。人び とは,「 我 々は彼 が真 ん中で踊 るのを

見 たいんだ」 と口々に言 った。娘 は 「彼は男性 の寝間では踊 らないわ。ベ ランダでだけ踊

るの よ」 と人び とに言 った。

　 (k)や がて,パ プアバ ンケ ン(gui〃の が鳴 いた。少年 は踊 り続 けた。 踊 ってい るあい

だ彼 は,青 年 の よ うであ った。踊 るのを止め ると,少 年 の姿 に戻 った。娘 もシオ ゴイを踊

り続 けた。彼 らはベ ランダで踊 り続けた。 クロモズ ガラス(gulabea)が 鳴 きは じめた。 ガ

フ ォイを踊 っていた少年 と,シ オゴイを踊 って いた娘 は,踊 りを止あた。彼 らの姿は突然

見 えな くな った。

　 (1)人 び とが男性 の寝 間か らベ ランダの方を見 る と,「 ワニヤ」 ヤシの木 が頭を下げて

いた。少年 と娘がその上に乗 る と,ヤ シの木は まっす ぐに立ち上が り,見 えな くなった。

　 (m)少 年が娘 と一 緒にヤ シの葉 の上V'座 っている と,や がて 自分 の家 が見 えて きた。

家か らは煙が立 ちのぼ っていた。見お ろす と,青 年(aiyaligi)と 若 い女性(Mini)が そ

の家 のベラソダの端に腰かけていた。少年 と一緒にい る娘が言 った。「彼 らはあなたの父 さ

んと母 さん よ」。少年は 「俺 には父 さんも母 さん もいないんだ」 と少年 は言 った。娘は も う

一度彼 らを見おろ して
,「いいえ,彼 らがそ うよ」 と言 った。娘 は 「ワニヤ」 ヤシの葉に体

重をかけて,高 度を下 げた。 ヤ シの木はベ ランダの高 さまで下 りてい った。

　 (n)少 年 は青年 と若い女性 の間に降 り立 った。二 人は顔を上 げて少年を見 た。 そ して

再び下 を向いて しまった。 「ワニヤ」 ヤシの上に いる娘が言 った。「これはあなた方の息子

よ。 あなた方が後 に残 した息子を,私 が今 まで面倒を見て いたわ。彼 はガ フォイ ・ダンス

を踊 ったの よ。彼 をあなた方 のもとに連れて きたの」。二人 は顔 をあげ,母 親は息子の頭 を

抱 き,父 親 は息子 の足に しがみついた。そ して二人 とも,泣 き出 した。彼 らは しば らくの

間泣 き続けた。

　 (o)や がて,少 年 の両親はバ ナナ と豚 肉を焼 いて,少 年に差 し出 した。少年は娘 がま

だい るか とあた りを見 回 した。 その娘 は 「ワニヤ」 ヤシの穴の 中か ら 「私 は ここよ」 と答

えた。少年は娘に 「豚 肉を食ぺ におい で」 と誘 った。そ して彼 は両親 に 「父 さん,母 さん。

ち ょっとのあいだ 目を閉 じて。娘が出て きて肉を食 べるか ら」 と言 った。娘は躊躇 したが,

肉の一方の端をつかみ,も う一方 の端 を少年 がつかんだ。そ して二人 が持 つ豚 肉の中央 を

切 った。二 人はそれ ぞれ の手にあ る肉片を交換 した。
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3-2.ガ ラ の 特 徴

(1)語 りの状況

　雨季の始 まりの頃(5月 ～6月),霊 媒のアスリブは,様 々なアス リブが集まると

いう樹上や水中にあるダソス場(gosasu/gafosu)へ 行き,そ こで人間の男の姿をし

た 「ワーゴメ」ヘビのアス リブが語る物語を聞く。そ して,霊 媒が目覚めたときに記

憶に残っている夢の語 りがガラである。

　霊媒の睡眠中に彼のアスリブが,こ うしたダンス場へ行 くのは,特 定の季節Y'限 っ

たことではないが,そ こでヘ ビのアス リブから話を聞くのは,こ の時期に限られてい

る。霊媒は,こ のようにして聞いた物語を翌朝集まっている人びとに語った り,夜 間,

眠 りにつ く前に語って聞かせる。誰でも聞き手 として,そ の場にいることはできるが,

女性の姿を見ることは極めて稀である。それは,夢 語 りを聞くことに性差による制限

があるというのではなく,む しろベダムニは社会生活全般において,性 差に基づいて

行動する傾向が強いことと関係 していると思われる。冒頭で紹介 した語 りは,ロ ソグ

ハウスのベランダで行われたが,女 性がベランダに出ることは禁 じられているため,

その場には女性の姿は一人もなかった。しかし,少 数の女性たちは彼女たちの寝間で,

このガラを聞いていた。

　 ガラを聞いている人びとは,語 りの展開に一喜一憂し,歓 声を上げる。時には,語

りによって想起 した自分あるいは他人の経験を早口でまくし立てる者もいる。静かに

ガラに聞き入っているというのでは決 してない。霊媒によるガラの語 りを聞いた者は,

他の村を訪れた時や他の村から来客があった時などに,聞 き覚えたガラを語って聞か

せる。つまり,こ の季節には,霊 媒を起点としたガラの伝達経路が,ベ ダムニの村々

を中継点として拡大 していくのである。私が調査を実施した1990・91年 の時点で,17

人の霊媒を確認 した。しかし全ての霊媒がこの季節に必ず夢の中で 「ワーゴメ」ヘビ

の語 りを聞き,そ の物語 りを目覚めてから人びとに語るわけではない。だが,人 びと

はその年の新しいガラだけではなく,過 去に霊媒が既に語 り,人 びとが聞き知ってい

るガラをも改めて語 るため,村 々を多 くのガラが行き来することになる。私は調査中

に19の 異なるガラと,そ れ らの内のいくつかのヴァリエーションを集めることができ

た。
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(2)ガ ラの イ デ ィオ ム

　 ガラは伝達の過程で,語 り手によって内容の一部が脱落 した り,新 たな部分が添加

された り,あ るいは複数のガラが接合または融合 されて,最 初に霊媒によって語られ

たものと,内 容が異なる展開を見せる場合もある。 しか し,語 り手の忘却や想像力に

よって,聞 き手にとって全 く予想できない方向に物語が展開 していくとい うことはな

い。それはガラの語 りが,幾 つかの 「ガラのイディオム」 とも呼ぶべきものの組み合

わせによって成 り立っているためであると考えられる。つま り語 りの流れの中で,あ

る場面を描写する表現に慣用化 ・固定化が認められるのである。そ してこれらの表現

形式は,霊 媒以外の人びとにとっても,子 供の頃か ら聞いているガラの語 りを通 じて

既知のものとなっている。

　上記のテクス トからも,そ うした 「イディオム」の幾つかを指摘することができる。

ガラの主人公となる子供あるいは青年の誕生の描写は,複 数のガラにおいて,妻 が夫

に対 して 「あなたが鳥を仕留めてきても,私 は食べない」 とい う表現 【G-3(a)】を用

いて,自 分の娃娠の事実を伝える場面から始まる。この表現は,自 分の妊娠を夫に伝

える慣用的な言い回しであ り,実 際の生活においても用いられる。また,そ れは 「妊

婦は鳥を食べてはいけない」 という食物禁忌 と関係 している。ヤシの木に乗って祝宴

の会場へ行 く場面も複数のガラで描かれている 【G-3(j),(n);G-14(i)】 。祝宴に招

待され出かけていった若者が,同 じ境遇のもう一人の若者 と出会 う場面 【G-3(k),

(p)】は,筆 者の収集 したガラの うちの三つに登場する。そしてこれら三つのガラで

は,ダ ンスを始めた若者は 自分の影(ア ス リブ)を もう一人の若者 と勘違いする。

【G-141と内容的には同じと思われるガラの語 りでは,【G-14V)】 の部分でもう一一人の

少年(青 年)が 登場 し,互 いに踊 っている自分の影を相手だと勘違いすることが語ら

れた。そのガラは,霊 媒によっておこなわれた最初のものではなく,霊 媒の語 りを聞

いた村人の一人が さらに語 った ものを聞いたとい う,別 の村の者から採取 したもので

ある。ガラの語 りの最後が,男 女二人で持ったバナナや肉片を中央で半分に し,さ ら

にそれを交換する場面で終わるもの 【G-3(q);G-14(o)】 も,こ こに示 した例以外に

も複数あった。 さらに,語 り手に よっては,話 の最後になって突然に若い女性が登場

し,主 人公の青年 とこの一種の 「儀礼」をおこない,共 に暮 らし始める場面が付け加

えられたものもあった。
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(3)固 有名の不在

　 ベダムニの日常会話では,数 多 くの固有名が言及される。彼 らの生活空間内の地名

と,テ クノニミーに使用される個人名である。筆者の調査の初期にもっとも苦労 した

のが,こ の固有名,と りわけ地名が頻繁に言及されることであった。私が住み込んだ

村の人びとの活動空間である森には,地 形の特徴を示す地名以外にも,過 去の出来事

にちなんで名付けられた場所が数多 くある。また,地 形的特徴を示す地名からも,即

座に連想する過去の出来事もある。私は,こ うした地名 と彼 らの生活空間を結びつけ

て次第に地図を構成 していったものの,別 の村を訪れた時には,そ の村の住民の生活

と関わ りのある多 くの地名が言及 され,そ のたびに戸惑 う経験を繰 り返 した。同時に,

こうした地名の由来を調べる過程で,多 くの物語を知ることもできた。

　ベダムニではガラ以外にも,幾 つかの語 りのジャンルがある。自然環境や社会環境

の生成過程を伝えるのは,ソ ーゲ ・ハハモサ ・ハモイ　(so:ge　hahamosa　 hamoi)と 呼

ばれるジャンルである。このジャンルの物語は,お もに長老たち(asigi　lai)に よっ

て語 られる。老女 ドゥヌムニ(dunumuni)と 自然景観の生成 との関係や,彼 女の身

体から自然界の人間以外の生物や 「悪」 という存在が出現 した様子を語 る物語 と,か

つて一ヶ所に共に住んでいた人間全体が分裂 ・分散 してゆ く過程を語 る物語が含まれ

る15)0個々のクラソの始祖についての語 りは,遠 い過去の出来事についての物語で構

成されている昔語 り(mu:sa　 siei)と いう別のジャンルに含められ る。 ソーゲ ・ハハ

モサ ・ハモイが独立 したジャンルであるのか,昔 語 りに含められるのかについては,

見解が分かれるところであるが,私 の調査 した限 りでは,ソ ーゲ ・ハハモサ ・ハモイ

を独立 したジャソルと考える者が多数を占めた。いずれにせよfこれ らの昔語 りや ソー

ゲ ・ハハモサ ・ハモイの中では,数 多 くの地名が言及 される。同時にこれらの語 りは,

幾つかの地名の謂れを伝えるものでもある。

　すでに述べたように,交 霊会の最中には,自 然界のさまざまなアス リブが霊媒の体

内に入ってきて,人 間の目には見えない景観や出来事を告げる。それは歌(gesami)

で表現 される場合 と,語 り(siei)に よる場合 とがある。 とりわけ,邪 術師の同定や

災因の解明を目的として開催 され る交霊会では,人 間の目には見xな い,あ るいはだ

れ も目撃 しなかった情景が,自 然界に住むアス リブの視覚を通 して明らかにされる。

しか しそこには,曖 昧な表現が多く,参 加者の解釈が要求されることになる。その解

釈の助けとなるのが,歌 や語 りに登場する多 くの地名である。

　交霊会の中で個人名が明言されることはほとんどないが,非 常に多くの地名が言及
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される。これらの地名は,霊 媒のアスリブと一緒に霊界を移動する霊婦や霊童,あ る

いは自然界のその他のアス リブが訪れる土地の名前である。交霊会の最中,ア ス リブ

の移動経路に沿って,次 から次へと地名が言及 されていく。

　 また,日 常生活の出来事を題材 と して作 る歌は,男 性に よる ものを ゴサ ゲス

(gosagesu),女 性が作るものを ウア(ua)と それぞれ呼んでいる。人びとが畑仕事の

合間や ロソグハウスのベラソダでくつろぐ時などに,こ うした歌を作っている姿をよ

く見かけた。ゴサゲスは他村での祝宴の時に,コ ーラスとゴセイ ・ダンスを伴って披

露される。 ウアも同じ機会に披露されるが,歌 のみでダンスを伴 うことはない。祝宴

の席で特定の人物の涙を誘 う目的で歌を作ることは しないが,歌 詞には地名を織 り込

み,場 所を特定することによって個人の経験 とその記憶を固着 してゆく点では,カ ル

リの場合 と類似 している(Schieffelin　l　976;Feld　 1982)。

　他の語 りや歌そ して日常会話と比べて,ガ ラの際だった特徴は,人 名でも地名でも

固有名が一切登場 しない ことである。いかなる人物 も固有名を持たず,若 い男

(aiyaligi},若い女(Mini),男(sa:go〃ze),老 女(uda　 dain),子 ども(ma:no)と い

った一般名詞で,す べて指示される。また,地 形の特徴を表わす一般名詞は用いられ

るが,特 定の場所を指示する地名は全 く登場 しない。社会生活で起きた問題を解決す

るために解釈の対象となる夢の語 りや,交 霊会での霊媒の歌や語 りでは,固 有名,特

に地名が数多く登場することと比較すると,ガ ラにおける固有名の不在は際立ってい

る。「雨季の初め」という特定の季節に,「霊界のダソス場」とい う特定の場所で,「ワー

ゴメヘビのアス リブ」という特定の語 り手が,霊 媒のアス リブに語って聞かせた物語

は,固 有名の不在によって,特 定の人物が特定の場所で経験 した出来事では決してな

いものとなっているのである。

4.考 　 　 察

4-1.生 活世 界 を語 るガ ラ

　ガラにおいても,人 間が他の生物に化身した り,あ るいはその逆の場面が多 く登場

する。特に,鳥 への化身を語ることで登場人物の死を表現 した り,近 しい人の死に伴

ち喪失感から鳥に姿を変える様子(そ の人物の死をも示唆 している)な どは,カ ル リ

の泣 き歌の中で,鳥 やその音が喪失の悲 しみを伝える力強い表現手段 となっているこ

とと比較 しても興味深い(Feld　 1982)。 先に示 したガラのテクス トでは,母 親を亡 く
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写真7　 傷ついた鳥を捕 まえて きた青年。若 い男女 の

　　　　 アス リブは色鮮やかな鳥の姿 に化身す る と言

　　　　われて いる。

した 少 年 が ヒメ アオ バ トに 姿 を 変 え る こ とが 語 られ て い る 【G-3(b)1。 同 じ よ うな 例

は,別 の い くつ か の ガ ラに も存 在 す る。

1.死 んだ姉を探 し求めて旅に 出た若者が,や っと姉 を見 つけて共 に帰宅す る。 しか し,自

　分の墓を見た姉は,ア カサガ リフウチ ョウ(ゴ クラクチ ョウの一種)に 姿を変えて飛び

　去 って しまう。若者 は悲 しみ のあま りイ ンコに化身 し,ど こへ ともな く飛んで行 く。 【G-

　6]

2.母 親が他の村に出かけ ている間に,彼 女の妹 と息子は大勢の老婆(女 の邪術 師を示唆)

　の襲撃を受け て死ん で しま う。彼 らの姿 はイ ンコに変わ る。帰 宅 して彼 らの死を知 った

　母親 も,イ ソコに化身す る。 【G-71

3.美 しい弟 と醜 い兄が共 に暮 ら していた。弟は妻をめ とることができたが,結 婚 して くれ

　 る娘を見つけ るこ とが できない兄は,悲 嘆 して ガマ グチ ヨタカに化 身 して飛び去 って し

　 ま う。それ を悲 しんだ弟 は,イ ンコに姿 を変え る。彼 の妻 も,イ ソコに化身 して,夫 の

　後を追 うように飛 び去 って行 く。【G-8]
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4.若 者 が犬 と一緒 に暮 ら して いた。その若者は大勢の男たちに殺 され て しま う。後に残 さ

　 れた犬 は,ク ロモズガ ラスに化身 して,主 人の仇を討つ。そ の犬 はその後 もクロモズ ガ

　 ラス として生 きてい く。 【G-19】

　喪失の悲 しみから鳥に姿を変えるだけではな く,ガ ラには人間が他の存在へ化身 し

た り,逆 に他の存在が人間の姿で現れる描写も多い。すでに述べたように,ベ ダムニ

の観念では,あ らゆる存在には物質的な面と霊的な面がある。それは可視の面 と影の

面である,と も言える。人間の身体に内在する霊的なアス リブは,身 体の死後には人

間以外の姿となって存在 し続ける。また,睡 眠中や病中に身体を離れたアスリブは,

他者の目には自然界の別の存在の姿として見えることがある。霊媒に限らずとも,夢

の中で人間の姿をした他の存在や,動 物の姿をした知人に出会 うことは稀なことでは

ない。 このように見てくると,ガ ラに登場する化身は,ベ ダムニにとっては,決 して

虚構のものではなく,彼 らの生活世界の中では経験可能な 「現実」の一部なのである。

また,世 界は可視のものと不可視のものから構成 されてお り,こ れらは一つの時空に

共存 しているとの観念が,ベ ダムニにとって不可解な出来事の原因や理由を交霊会や

夢に探 る背景にある。彼 らは実際に経験 した事実を強調す るために,「 私は見た」

(〃α伽 の と何度も念を押す。すでに指摘したように,夢 もすべての感覚器官によっ

て知覚される経験であるが,そ の経験はやは り 「見た」 ことが強調される 「現実」な

のである。

4-2.場 所 と記 憶

　 ガ ラが,ベ ダム ニ に とっ て の生 活 世 界 す な わ ち 「現 実 」 につ い て語 った もの で あ り

な が ら,同 じ よ うに語 りを通 じて 社 会 化 され る夢 や交 霊 会 で の霊 媒 の 語 りとは 異 な っ

て,人 々 に よる共 同 の解 釈 の対 象 とな り,社 会 生 活 に おけ る 出来 事 との関 連 を 解 明 す

る手 段 とは な ら な い。 そ こ には,ガ ラを特 徴 づ け る固 有 名 と りわ け 地 名 の 不 在 とい う

問題 が あ る。

　 地 名 に は,地 形 の特 徴 を示 す もの,そ の場 所 で起 きた過 去 の 出来 事 に ち な む もの な

どが あ る。 ワイ ナ ー が フ ォイ の事 例 で 「地 名 を与xる こ とに よっ て,空 白な 環 境 に フ

ォイ の 存在 空 間 を 形 成 す る」(Weiner　 l991:32)と 述 べ て い る よ うに,人 び との 経 験

とそ の 記 憶 は 具 体 的 な も の と して,あ る特 定 の 場 所 に 留 ま り,空 間 を 不 均 質(in-

homogeneous)で 不 等 方 性(anisotropic)を も っ た も の に して い る(Casey　 1987:

181-185)。 与 え られ た地 名 は,そ こを 存 在 空 間 の一 部 と して生 活 して い る人 び とに と
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っての具体的な経験の記憶と結びつ く。名前を持った場所は人間の活動の痕跡をとど

めてお り,そ の地名は過去の出来事の記憶を喚起するものである。

　 日常の生活の営みのなかで体験するすべての出来事が,複 数の人びとに共有 される

わけではない。 しか し,見 落としてならないのは,そ うした他者と共有 されない個人

的な経験も,特 定の場所と結びついて記憶に残されることである。私はある日,村 の

若者 と二人で隣村まで出かけていった。しばらくは彼が所属するクラソの森を歩いた。

その若者は歩きながらある茂みを指 さして,そ こが少年の頃に父親と狩 りに出かけ,

ヒクイ ドリを仕止めた場所であることを話 してくれた。 しばらく歩いて行 くと,今 度

は,幼 い頃に母方の親族を訪ねるため,両 親 とこの道を歩いているときに,彼 が腹痛

をおこし歩けな くなってしまったが,父 親が森の中から取ってきて くれた薬草で腹部

を摩すると,痛 みがやわらいできたことを語 りだ した。そ して,彼 が動けなくなった

場所 と,父 親が薬草を求めて入っていった方角を教えて くれた。こうした個人的な経

験の思い出は,必 ず しも地名 と結びついて記憶に残っているわけではない。地名は持

たないが,特 定の場所とその記憶は結びついているのである。

　名前を持たない場所であっても過去のある出来事 と結びつき,そ の場所はそこに結

びついている記憶を喚起す る。ただ,あ る特定の場所が固有名としての地名を持つ と

いうことは,そ の場所から空間的に離れていても,意 識をその場所に向けることを容

易にする。さらにその特定の場所の認識を他者 と共有することも地名によって容易 と

なる。特定の場所と関係づけられない行為は,ご く当然な,全 く注意を引かないもの

なのである。

4-3.ガ ラと個人 化 され た経 験

　ガラで語られる出来事は,地 名を持 った特定の場所と結びついてはいない。しかし,

出来事の背景となる場所については,自 然環境の特徴を示す一般名詞,例 えば滝壼,

川が分岐する地点,川 の砂州などで言及 される。こうした自然環境に関する一般名詞

は,ガ ラで語られる出来事を特定の場所に結びつけないために,聞 き手に個人の経験

と自由に結びつけることを可能にしている。つまり,人 びとによる共同の解釈の対象

とはならな くとも,個 人の記憶,あ るいはある出来事の個人的な解釈とガラの内容は

関連づけられていると言える。

　近 しい人の死や離別に伴 う喪失感や孤独感は,ベ ダムニの人びとがもっとも忌避す

る感庸である。時には,そ うした喪失感や孤独感に耐xき れずに,毒 のある木の根を

噛んで自殺 してしまうケースすらある。[G-1(j)】 では;出 かけたまま帰ってこない
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兄を待つ弟の不安と悲 しみが語られ,【G-3(b)1で は,母 親の自殺の原因は明確iにさ

れていないが,お そらく夫の死あるいは行方不明による喪失感であ り,さ らにその母

親の死によって一人あとにとり残された少年の悲 しみが,彼 自身を鳥の姿に変えた,

　とほとんどの聞き手は考える。また,[G-14】 では,幼 い少年の世話を してくれる者

　は誰もおらず,彼 は自分で食糧を確保 し,た った一人で食事をして眠る毎 日を送 って

　いた。聞き手は,こ の主人公の少年の孤独に対 して哀れみの感情を抱 く。ガラの聞き

手は,語 りに静かに聞き入っているのではなく,こ うした場面では時に,「アイー!」

　 「ワッペ!」「アメ!」「ドゥリアメ!」などと一人一人が大声を上げて,驚 き,同 情,

感嘆を表出する。上記のような喪失感や孤独感を聞き手に喚起させる場面では,「 母

　さん(ame)!」 「俺,死 んじゃうよ(na　bogo〃to　se)!」 などの言葉が発せられた。ま

た,祝 宴の場面 【G-3V),(o),(p);G-14(i),① 】や離別 していた者との再会の

場面 【G-14(m),(n)】 あるいは集団での活動の場面[G-1(1)】 では,「ウオッ!ウ オッ!

　ウオ ッ!ウ オッ!」と士気を鼓舞 した り歓喜を表す雄叫びや,ダ ソスを踊る仕草など

　が観察された。近親者が集まっての祝宴や食事,あ る共通の目的を達成するための集

団的行動は,ベ ダムニの人びとが集団への帰属感と一体感を持つ機会であ り,気 持ち

が高揚する時である。 こうした帰属感/一 体感は喪失感/孤 独感 と対照的である。ガ

　ラの語 りによって喚起される対照的な感情を,聞 き手はそれぞれに言葉や仕草で表現

するが,こ れらの感情が話題 として,人hの 間で取 り上げられることはほとんどない。

　　また,ベ ダムニの社会生活では,「不可解な」出来事が多発する。原因不明の病気

や死,行 方不明の人間や家畜などである。これらの出来事は多 くの人びとの関心を引

　き,交 霊会の開催や夢の解釈に人びとを導 く。 しかし,こ うした共同の解釈の場にお

　いても,参 加者の個々の発言がかな り慎重になされることは注目すべ きである。むや

みに個人を特定することは,逆 にその人物からの恨みを買い,邪 術や暴力で報復 され

　ることもあ り得る。さらにはそれが集団間の抗争に発展す る心配 もある。たとえ遠い

過去の事件であっても,そ れが未解決の場合には,そ の事件に関与 した人物の名前を

挙げることに対 してす ら,彼 らはかなり慎重であ り,他 者に語 らないことを条件に私

　に情報を与えてくれたことも少なくなかった。各個人は集団による共同の解釈以前に,

　またそ うした共同の解釈 とは別に,社 会生活における出来事について,そ れぞれに解

釈をおこない理解しようとしているのである。

　　【G-1】のガラが語られた雨季の半年ほど萬に,次 のような事件が起きていた。ある

、若者が数週間前から行方不明となってお り,彼 を探し出すための交霊会が3度 開かれ

た。そ して,そ の若者は,二 人の若い女によって森の中に捕 らえられていることがわ
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かった。 しか し,彼 を救出する手段を人びとは見いだせずにいた。数ヵ月後,そ の若

者の白骨死体が,彼 が捕らえられていると交霊会で判明した森の中で発見された。若

者の兄は,邪 術師を同定するための交霊会の開催を求めたが,大 多数の者たちは,若

者の死は森の悪霊の仕業と考えていたため,こ の事件についての,そ れ以上の交霊会

での追求は行われなかった。【G-11のガラが語 られた日からしばらくして,私 が特に

親しくしていた年輩の男と二人だけの時,我hの 会話が,行 方不明となり死体で発見

されたあの若者の事件に触れた。彼は次のように言 った。「人が死んでも,す べてが

邪術師の仕業 とは限 らない。さまざまなアス リブが人間に近づいてくる。良いアス リ

ブもいれぽ,悪 いのもいる。 この前のガラを聞いただろ う」。 このとき彼はこれ以上

に多 くを語 らなか った。た とえ相手が人間ではな くとも,事 件への関与を責めること

は,そ の存在から復讐される危険を冒すことでもある。

　以上から,ベ ダムニの人び とは,社 会生活で経験することの細部を削ぎ落 とし,要

約 し小型にしたものとしてガラを聞いている,と 言Z..よう。ガラの内容をベダムニの

生活の一般論 として受け取 り,そ れを具体的な事例,体 験,活 動の記憶に押 し戻す作

業を彼らは個人の レベルで行っているように思xる 。つまり,ガ ラとい う夢語 りは生

活経験を縮約した語 りであ り,あ る意味では,霊 媒の語 りによって描 き出されるベダ

ムニの 「民族誌」とも言える。

注

1)ベ ダムニは,パ プア ニ ューギ ニア西部 州の熱 帯雨 林 に住み,ベ ダム ニ語 を話す人 口約

　4,000人 の言語 集団であ る。言語 的には ボサ ヴィ語族(ト ラソス ・ニューギ ニア語系中央 ・

　南 ニ ューギニア語族群 に分類 され ている)に 属す。30種 類 以上 の料理用 バナナを主食 として

　栽培 しているが,狩 猟採集 もか な りの重要性 を持 っている。彼 らはかつ て,熱 帯雨林 の中に

　散在す る50前 後 の共住家屋(ロ ングハ ウス)に 分散 して住 んでいたが,オ ース トラ リア統治

　政府 の行政上 の便宜 のため,1960年 代 末か ら1970年 代前半 にかけて,複 数 の ロソグハ ウスを

　統合 した村 に定住す る ように指導が なされ た。 しか し,村 の位置や構成員 は決 して固定 して

　はいない。村 内あるいは村落 間で発生 した紛争 に よ り,住 民の一部 が他村 に移 住 した り,別

　の場所 に新 たに村 を作 る こともめず らしくない。 さらに,邪 術や悪 霊の仕業 に よって死者が

　続 出 した と判断 した場合 には,村 人全 員で別 の場所 に村 を移す こともある。近年,若 者 たち

　の中には,近 隣 で進行 する外 国資本 に よる地下 資源 開発 事業や木材伐採事業 に短期契約労働

　者 として雇 用 されて賃金 を得,そ れを元手に さらに現金収入を求めてキ ウンガな どの町 へ出

　稼 ぎに出 る者 もい る。 この論考 は,1990年2月 よ り1991年9月 までの調 査で得た資料 に基 づ

　いている。調査 はアデ レー ド大学大学 院奨学金 と同大学 人類学科海 外調査奨学 金に よるもの

　である。
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2)1962年 に フ ラ ンス で,夢 に焦 点 を あて た 会 議 が 一 度 開 催 され てお り,そ の成 果 は4年 後 に

　 出版 され てい るが 筆 者 は 未 見 で あ る。

3)あ る脈 絡 では,ア ス リブを 「魂 」 と訳 す こ と も可 能 か も知 れ ない 。 しか し,ス テ フ ァンが

　 指 摘 す る よ うに,英 語 のsoulと 一 般 に訳 出 され る メ ラネ シア に お け る概 念 は,主 と して 死 後

　 に 残 存 す る も のに 関 わ るの では な く,日 常 の 意 識 か らは 隠 され た 別 の セ ル フが 持 つ 感 情 や 欲

　 望 の経 験 へ の作 用 に関 わ る も ので あ る。 こ の点 で,超 自然 的 な 存 在 と呼 ぶ よ りは,心 理 学 で

　 い う意 識 に 対 す る無 意 識 に酷 似 して い る(Stephen,　 M.1989:226-229)。 ベ ダ ム ニ の ア ス リ

　 ブ も 同様 であ る。 した が って,本 稿 で は 誤 解 を 避 け るた め に 現 地 語 の ア ス リブを 翻 訳 せ ず に

　 用 い る こ とに す る。 ま た,水 面 や 鏡 に 映 った 姿 や 影 もア ス リブ と呼ぶ 。

4)例 え ば,家 の 近 くに特 定 の種 類 の シ ョウ ガ(ohefa:ne　 na:su　fogo〃ie)を 植 え てお くと,夢

　 の 中に そ の ア ス リブが 女 性 の姿 で 現 れ,狩 猟 に 行 くべ き時 を 知 らせ て くれ る。 また,蟻 塚 の

　 ア ス リブ であ る ス ー グ ヌ(51`'g耀 の は,恐 ろ しい 顔 を した 女 性 で あ り,人 間 を 病 気 に す る。

　 霊 媒 だ け が 夢 の 中や 交 霊 会 の時 に,こ の ス ー グ ヌの 姿 を見 る こ とが で き る。

5)ベ ダ ム ニで は,直 接 個 人 の 名 前 を 呼 ぶ こ とが 忌 避 され る。 親 族 関 係 名 称 や テ ク ノ ニ ミーな

　 どを 用 い る が 普通 で あ る。 霊 媒 に対 して は,霊 童 の 固 有 名 を挙 げ て,「 誰 々 の父 親 」 とい う

　 呼 び 方 が 一 般 に な され る。

6)ベ ダ ム ニ語 で は,対 象 と して の 「夢」 を 「見 る 」 とい う表 現 は な く,「 横 に な って(寝 て)

　 見 た 」(golaiya　 hodoi/golaiya　 bx.・i),「 眠 くな って 見 た 」(Sl〃tasea　hodoi/5'〃2α5εα伽")な ど

　 と表 現 す る。 そ して 彼 らの 解 釈 の対 象 とな るの は,こ の よ うな状 態 で 見 た 体験 で あ り,そ の

　 体 験 に は,本 人 の様 々 な感 情 の 起 伏 も含 まれ て語 られ る。

7)　 ガ ラは 必 ず,「 さあ,ガ ラだ(gala　 ma:bo)」 で始 ま る。 本文 中 で は,日 本語 で の読 み やす

　 さを 考 慮 して あ え て訳 出 しな い が,ベ ダム ニの語 りの特 徴 は,し りと り式 に文 が 続 い て い く

　 こ とで あ る。 た とえぽ,na　 da:di　gaguli　iliya　diasua　doagai.　diasua　doagale　 mabu　 dunu　 adona

　 gosasa　mabu.　 dunu　gosasa〃tabu　 a〃zo　nafr:li　a〃20わ襯 ∴(私 は 弓矢 をi携xて 彼 らの ロ ン グハ ウ

　 スY'到 着 した 。 ロ ソ グハ ウス に到 着 す る と,男 た ち が二 人 踊 っ て い た。 男 た ち が踊 って い た

　 の で,私 は座 っ てそ れ を 見 た)。 ま た,間 接 話 法 を示 す と き,-yabeと い う接 尾辞 を動 詞 に付

　 け るが,後 で 述 べ る よ うに,ガ ラは霊 媒 が夢 の 中 で 蛇 の ア ス リブか ら聞 い た話 を人 び とに語

　 る も の で あ るた め,ほ と ん どの 動 詞 に この 接 尾 辞 が 付 く。 この 「し り と り式 」 の 語 り と

　 一yabeの 接 尾 辞 が,ガ ラの語 りに 独 特 の リズ ムを 与 え て い る。

8)ベ ダム ニ の男 性 は,5種 類 の 矢(da:di)を 獲 物V'応 じて 使 い 分 け る。 アス ニは,黒 ヤ シの

　 幹 か ら作 った5本 か ら7本 の先 端 が 尖 った放 射 状 の や じ りで,鳥 と魚 の狩 猟 に用 い る。 ガ ニ

　 シの や じ りは竹 製 で,豚 や ヒ クイ ド リに対 して 用 い る。 サ オ は黒 ヤ シの 幹 か ら作 った1本 の

　 尖 った や じ りを 付 け て お り,ワ ラ ビーや クス クス な どの小 型 獣 を射 る の に用 い る。 ヒ クイ ド

　 リの 骨 か ら作 った ノ コ ギ リ状 のや じ りを付 け た イ リビ(ilibi)は,コ ウ モ リや ワラ ビー な ど

　 に 用 い,サ モ ゴ ア ニ(sa〃iogoani)は ワ ラ ビ ーや ポ ッサ ム の骨 で 作 った や じ りを 付 け,戦 闘

　 で 用 い る。 成 人 儀 礼 を受 け る成 年 男 子 が,整 列 す る と き に 持 つ 矢 は サ モ ゴ ア ニ で あ る(林

　 1994)0

9)母 方 親 族 の 女 性Y'対 して ビ ア(bia)と い う関 係 名 称 が 呼 称 と して も用 い られ るが,母 の

　 姉 妹 に対 しては 母 と同 じア メ(ame)が 呼 称 と して頻 繁 に使 用 され る。ベ ダ ム ニの社 会 構 造 ・

　 親 族 名 称 と世 界 観 と の関 係 に つ い て は,林(1995b)を 参照 。

10)壮 年 期 の 男 性 を ドゥ ヌ(dunu),老 年 期 の 男 性 を ダイ ン(dain)と 呼 ぶ の が 一 般 的 で あ る
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　が,ガ ラに登場す る 「サ ーゴメ」には老齢に よ り男 としての外見の魅力が薄れ,素 行 も粗雑

　であ るとい うイ メージが持たれてい る。 日常会話で,サ ーゴメとい う語が用 いられ るのを,

　私は一度 も聞いた こ とはない。 また,若 い男性を指す ゴイ(go')と い う語 もあ るが,ア イ

　 ヤ リギ(aiyaligi)と い う語 には,青 年期 の男性 の美 しい容姿への賛美の ニュアソスがあ る。

11)ガ モ ゴフェイ とは,祝 宴 の際 に男の客た ちが演 じる寸劇 である。題材 は最近話題 とな った

　出来事か ら選 び,そ れを軽 く椰楡す る内容が好 まれ る。

12)ベ ダムニの男性が踊 るダ ンスには,太 鼓 を打 ちながら踊 るガ フォイ と,複 数 の男たちが歌

　を歌いなが ら踊 るゴセイの二 つが ある。詳 しくは,林(1995b注10)を 参照。

13)　「サ マ」 とい う呼称は,同 じ成人儀礼を受け た男 同士が互 いを呼び合 うのに用い るが,同

　 じ時期 に催 された別 の成人儀礼 を受け た男や,ほ ぼ同い年 の男に対 して も,親 しい関係が築

　かれてか ら用い ることもあ る。

14)こ の行為は,男 女が夫婦に なるときに行 うものであ る。一般には,料 理用バ ナナの中で も,

　最 も味が よいとされ る 「ゴゴロ」 バナナを1本 焼 き,焦 げた皮 を削 ぎ落 として,結 婚す る男

　女 がそ の両端 をそれ ぞれ に持 って半分V'折 る。 それぞれ の手にあ るものを相手 と交換 して食

　べ る ことで,結 婚 が成立す る。結婚 以外に も,い ったん分け合 った食料を交換す ることで,

　社会関係 の確認 と強化 が図 られる。例 をあげる と,私 の住 んでいた村のあ る男が,別 の村か

　 らや ってきた3名 の若者 のそれぞれ に,豚 肉の小片を与えた。彼 ら3人 は,そ れぞれ の肉の

　小片 をさらに3等 分 し,互 いに交換 して食べた。

15)ベ ダム ニの父系集 団 と老女 ドゥヌムニ との神話上 の関係 につ いては,林(1995b:369-374)

　 で触れ ている。
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